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新
結
合
に
よ
る「
場
の
力
」の
向
上

・�

食
に
関
わ
る
仕
事
人
と
生
産
者
や
消

費
者
と
の
連
携
や
優
れ
た
農
林
水
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
に
よ
る
P
R
強

化
、
本
県
に
あ
る
豊
富
な
和
の
食
材

を
活
か
し
た
和
食
文
化
の
推
進
を
通

じ
て
、「
食
の
都
」づ
く
り
を
進
め
る
。

・�

本
県
の
茶
に
関
す
る
資
源
の
研
究
、
茶

業
界
の
経
営
体
質
の
強
化
を
図
る
こ
と

で
、
茶
業
振
興
の
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
「
茶
の
都
」
の
構
築
を
目
指
す
。

・�

花
き
産
業
の
振
興
と
花
や
緑
の
活
用

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
花
の

都
」
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
み
を
強

化
す
る
。

・�

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
を
本

県
農
林
水
産
物
の
販
路
拡
大
の
拠
点

と
し
て
活
用
す
る
取
組
み
を
進
め
る
。

・�

こ
れ
ら
の
展
開
を
図
る
こ
と
で
、
本

県
に
お
け
る
６
次
産
業
化
の
さ
ら
な

る
推
進
と
生
産
・
加
工
・
販
売
の
そ

れ
ぞ
れ
に
携
わ
る
事
業
者
の
経
営
安

定
に
つ
な
げ
て
い
く
。

〇「
食
の
都
」づ
く
り
の
更
な
る
推
進

●
６
次
産
業
化
推
進
事
業
費

	

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
）

	

一
，九
〇
〇
万
円

農
林
漁
業
者
と
中
小
企
業
者
の
交
流

を
促
し
、
新
商
品
の
開
発
や
販
路
開
拓

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
を
あ
げ
た

６
次
産
業
化
の
推
進
を
重
点
的
に
支
援

す
る
。

●
ふ
じ
の
く
に「
食
の
都
」づ
く
り
推
進

事
業
費

	

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
）

	

二
，七
三
〇
万
円

「
食
」
に
関
わ
る
人
材
の
表
彰
や
仕

事
人
・
生
産
者
・
消
費
者
の
連
携
に
よ

る
取
組
み
を
推
進
す
る
ほ
か
、
新
東
名

高
速
道
路
や
東
名
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
な
ど
で
の
農
林
水
産
物
等
の

販
売
を
通
じ
た
「
食
の
都
」
の
情
報
発

信
を
行
う
。

●
ふ
じ
の
く
に
ブ
ラ
ン
ド
販
路
開
拓
支

援
事
業
費

	

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
）

	

新
規  

二
，八
七
五
万
円

本
県
の
優
れ
た
農
林
水
産
物
等
を
ブ

ラ
ン
ド
認
定
し
、
東
京
都
内
に
設
置
す

る
ア
ン
テ
ナ
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
P
R

す
る
と
と
も
に
、
海
外
へ
の
輸
出
の
拡

大
に
取
組
む
。

●
ふ
じ
の
く
に
多
彩
な
和
食
文
化
推
進

事
業
費（
茶
業
農
産
課
）

静岡県経済産業部では、大きく変化する国内外の経済社会情勢に的確に対応しつつ、
県総合計画（基本計画）や県経済産業ビジョンの最終年度に向けた一層の取組み強化
を図るため、“一流の「ものづくり」と「ものづかい」による新たな産業の創出と集積”
を施策体系の中心に据え、平成25年度事業を推進していく考えだ。
特集では、県経済産業部が新年度に展開する事業の概要を紹介する。

特集

平成25年度

静岡県経済産業施策のあらまし

主
要
事
業
の
概
要
■
事
業
名
（
主
な
事
業
を
要
約
・
抜
粋
）
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平成25年度　静岡県経済産業施策のあらまし

平成25年度 静岡県経済産業部の施策体系

一
流
の「
も
の
づ
く
り
」と「
も
の
づ
か
い
」に
よ
る
新
た
な
産
業
の
創
出
と
集
積

1

新結合による「場の力」の向上
○「食の都」づくりの更なる推進
○「茶の都しずおか」の構築
○「花の都しずおか」に向けた取組み

2

次世代産業の創出
○新成長産業の戦略的育成
○静岡新産業クラスターの推進と連携強化
○海外成長力の取込みによる本県のものづくりの
　進化
○新たな企業立地と地域産業創出の推進

3

次代の産業を拓く人材育成
○明日の産業を担い、経済を支える人材の育成
○業間を越えた人材ネットワークの促進
○就労支援体制の強化による一層の雇用促進

4

豊かさを支える農林水産業の強化
○農業生産力強化と農地の有効利用
○県産材の需要拡大と供給体制の強化
○水産業の生産力と経営基盤の強化

5

豊かさを支える地域産業の振興
○中小企業の経営革新の促進と支援
○円滑な資金調達や下請企業の支援
○利便性の高い買い物環境の整備

静岡県雇用創造アクションプラン

内陸のフロンティアを拓く取組み（全体構想）

静岡県総合計画（基本計画）、静岡県経済産業ビジョンの最終年度に向けた一層の取組み強化
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施
運
営
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
開

催
準
備
を
行
う
。

次
世
代
産
業
の
創
出

・�

次
世
代
自
動
車
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、

新
た
な
成
長
が
見
込
ま
れ
る
分
野
に

取
組
む
県
内
企
業
を
支
援
す
る
。

・�

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

は
じ
め
と
す
る
静
岡
新
産
業
集
積
ク

ラ
ス
タ
ー
に
お
け
る
研
究
開
発
成
果

の
事
業
化
・
製
品
化
へ
の
取
組
み
へ

の
支
援
を
推
進
す
る
。

・�

東
南
ア
ジ
ア
に
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
を
設
置
し
、
県
内
企
業
の
円

滑
な
海
外
展
開
を
支
援
す
る
。

・�

工
場
等
の
新
増
設
に
関
す
る
経
費
助

成
に
よ
り
、
企
業
の
立
地
や
定
着
の

促
進
を
図
る
。

・�

国
内
外
の
成
長
分
野
の
企
業
誘
致
や

企
業
集
積
を
促
進
す
る
。

・�

地
域
活
性
化
を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
産

業
の
振
興
を
図
る
。

〇
新
成
長
産
業
の
戦
略
的
育
成

●
新
成
長
産
業
戦
略
的
育
成
事
業
費
助

成（
新
産
業
集
積
課
）

	

新
規  

四
億
円

地
域
企
業
が
取
組
む
次
世
代
自
動

車
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
・
福
祉
機

器
な
ど
の
新
た
な
産
業
分
野
に
お
け
る

研
究
開
発
か
ら
試
作
実
証
実
験
、
製
品

化
・
事
業
化
、
販
路
開
拓
ま
で
一
貫
し

て
支
援
す
る
。

●
中
小
企
業
向
制
度
融
資
促
進
費
助
成

（
う
ち
成
長
産
業
分
野
支
援
資
金
）

	

（
商
工
金
融
課
）

	

三
，三
五
〇
万
円

	

［
融
資
枠	

一
〇
〇
億
円
］

中
小
企
業
者
等
の
資
金
調
達
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
の
融
資
制
度
に
、
新
た

に
成
長
産
業
分
野
支
援
資
金
を
創
設

し
、
通
常
の
資
金
よ
り
高
い
利
子
補
給

を
行
う
。

〇
静
岡
新
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
推
進
と

連
携
強
化

●
静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
関
連

事
業
費（
新
産
業
集
積
課
）

	

二
億
四
，六
五
〇
万
円

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
、
フ
ー
ズ
・
サ
イ

エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
、
フ
ォ
ト
ン
バ
レ
ー
の

三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
中

核
支
援
機
関
及
び
研
究
開
発
成
果
の
事

業
化
等
に
取
組
む
地
域
企
業
等
を
支
援

す
る
。

●
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
機

能
強
化
事
業
費（
新
産
業
集
積
課
）

	

一
，八
二
〇
万
円

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
旧
県
立
長
泉

高
校
跡
地
を
活
用
し
た
拠
点
整
備
計
画

	

新
規  

一
，三
〇
〇
万
円

米
、
茶
、
魚
な
ど
和
食
の
基
本
と
な

る
食
材
が
豊
富
な
本
県
の
特
長
を
活
か

し
た
食
育
活
動
を
推
進
し
、
消
費
拡
大

及
び
生
産
振
興
を
図
る
。

●
ふ
じ
の
く
に
農
芸
品
フ
ェ
ア
開
催
事

業
費（
み
か
ん
園
芸
課
）

	
一
，五
二
〇
万
円

農
林
水
産
業
関
係
団
体
と
と
も
に
、

県
内
農
林
水
産
物
を
一
堂
に
集
め
て

P
R
す
る
「
ふ
じ
の
く
に
農
芸
品
フ
ェ

ア
」
を
開
催
す
る
。

●
水
産
新
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
費（
水
産
振
興
課
）

	

一
八
〇
万
円

水
産
業
の
６
次
産
業
化
等
に
よ
る
漁

業
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、

漁
協
等
に
よ
る
地
元
の
水
産
物
を
活
か

し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
を
支
援

す
る
。

〇「
茶
の
都　

し
ず
お
か
」の
構
築

●「
茶
の
都
　
し
ず
お
か
」づ
く
り
推
進

事
業
費（
茶
業
農
産
課
）

	

新
規  

九
〇
〇
万
円

本
県
の
茶
に
関
す
る
資
源
の
調
査
研

究
、有
識
者
に
よ
る
検
討
等
を
通
じ
て
、

茶
業
振
興
の
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
「
茶
の
都
」
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

●
茶
業
経
営
体
質
強
化
推
進
事
業
費

	

（
茶
業
農
産
課
）

	

新
規  

三
，七
二
七
万
五
千
円

茶
業
の
経
営
体
質
を
強
化
す
る
た

め
、
地
域
の
核
と
な
る
モ
デ
ル
茶
工
場

へ
の
重
点
的
支
援
、
静
岡
県
立
大
学
に

新
設
さ
れ
る
「
茶
学
総
合
講
座
」
で
の

調
査
研
究
の
ほ
か
、
茶
園
の
集
積
と
併

せ
た
簡
易
な
基
盤
整
備
に
対
す
る
助
成

等
を
行
う
。

●
新・
静
岡
茶
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
推
進

事
業
費（
茶
業
農
産
課
）

	

九
，二
六
〇
万
円

平
成
二
五
年
春
と
秋
に
第
五
回
世
界

お
茶
ま
つ
り
を
開
催
す
る
た
め
の
経
費

の
ほ
か
、
世
界
に
向
け
た
静
岡
茶
の
魅

力
、
茶
に
関
す
る
文
化
、
学
術
情
報
の

発
信
等
を
行
う
。

〇「
花
の
都　

し
ず
お
か
」に
向
け
た
取

組
み

●
花
の
都
づ
く
り
推
進
事
業
費
	

（
み
か
ん
園
芸
課
）

	

新
規  

一
，〇
〇
〇
万
円

花
き
産
業
の
振
興
と
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
新
た
な
花
・
緑
の
活
用
や
地

域
活
動
推
進
に
向
け
て
基
本
構
想
の
策

定
を
行
う
。

●
浜
名
湖
花
博
一
〇
周
年
記
念
事
業・

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
事
業
費

	

（
み
か
ん
園
芸
課
）

	

新
規  

四
億
六
〇
〇
万
円

平
成
二
六
年
春
の
開
催
に
向
け
て
実
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平成25年度　静岡県経済産業施策のあらまし

農
林
業
を
支
え
る
新
た
な
担
い
手
を

確
保
す
る
た
め
、
新
規
就
業
者
の
育
成

支
援
等
を
行
う
。

●
水
産
業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
人
材
育
成
事

業
費（
水
産
振
興
課
）

	

二
，五
五
九
万
三
千
円

水
産
業
を
支
え
る
新
た
な
担
い
手
を

確
保
す
る
た
め
、
失
業
者
や
未
就
職
卒

業
者
を
対
象
に
、
就
業
に
向
け
た
実
践

的
な
研
修
を
行
う
。

●
成
長
産
業
分
野
人
材
育
成
支
援
事
業

費（
職
業
能
力
開
発
課
）

	

一
，一
二
〇
万
円

地
域
企
業
の
成
長
産
業
分
野
へ
の
事

業
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、
生
産
部
門

の
技
術
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を

実
施
す
る
。

●
ふ
じ
の
く
に
技
能
の
場
力
強
化
事
業

費（
職
業
能
力
開
発
課
）

	

二
，七
二
〇
万
円

技
能
者
の
社
会
的
評
価
の
向
上
や
、

も
の
づ
く
り
に
お
け
る
高
度
な
技
能
・

技
術
の
継
承
を
図
る
た
め
、
W
A
Z
A

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の
開
催
、
技
能
マ
イ

ス
タ
ー
の
認
定
・
活
用
、
静
岡
県
も
の

づ
く
り
競
技
大
会
の
開
催
、
各
種
技
能

競
技
大
会
出
場
選
手
の
育
成
強
化
に
対

す
る
助
成
を
行
う
。

〇
業
間
を
越
え
た
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
促
進

●
ふ
じ
の
く
に
次
代
の
産
業
を
拓
く
人

材
育
成
事
業
費

（
農
業
振
興
課
、水
産
振
興
課
、政
策
監
）

	

新
規  

五
〇
〇
万
円

地
域
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
や
女
性
起
業

家
の
育
成
、
業
界
を
越
え
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
よ
り
、
本
県
の
発
展
を

担
う
産
業
人
材
の
創
出
を
図
る
。

〇
就
労
支
援
体
制
の
強
化
に
よ
る
一
層

の
雇
用
促
進

●
し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運

営
事
業
費（
雇
用
推
進
課
）

	

新
規  

一
億
三
五
〇
万
円

新
卒
者
か
ら
若
年
者
、中
高
年
齢
者
、

子
育
て
女
性
ま
で
、
幅
広
い
求
職
者
を

対
象
と
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
支
援

機
関
を
、
国
と
一
体
と
な
っ
て
設
置
、

運
営
す
る
。

●
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
事
業
費

	

（
雇
用
推
進
課
）

	

一
，三
三
〇
万
円

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た

め
、
求
職
者
就
職
面
接
会
、
人
材
確
保

セ
ミ
ナ
ー
、
福
祉
・
介
護
分
野
の
就
業

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す
る
。

●
働
い
て
よ
し
新
卒
者
就
職
応
援
事
業

費（
雇
用
推
進
課
）

	

一
，五
七
〇
万
円

就
職
面
接
会
、
U
・
I
タ
ー
ン
就
職

フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
新
卒
者

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、「
ふ
じ
の
く

に
先
端
医
療
総
合
特
区
」を
推
進
す
る
。

●
新
成
長
戦
略
研
究
費

	

（
研
究
調
整
課
）

	

三
億
円

産
学
民
官
の
連
携
等
に
よ
り
、
本
県

の
新
た
な
成
長
に
貢
献
す
る
た
め
の
研

究
を
重
点
的
に
行
う
。

〇
海
外
の
成
長
力
の
取
込
み
に
よ
る
本

県
の
も
の
づ
く
り
の
進
化

●
東
南
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ

ス
ク
設
置
事
業
費
助
成

	

（
企
業
立
地
推
進
課
）

	

新
規  

一
，〇
〇
〇
万
円

県
内
企
業
の
円
滑
な
海
外
展
開
を
支

援
す
る
た
め
、東
南
ア
ジ
ア
三
か
国
に
、

現
地
で
企
業
支
援
を
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
デ
ス
ク
を
設
置
す
る
公
益
社
団

法
人
静
岡
県
国
際
経
済
振
興
会
に
対
し

て
助
成
す
る
。

〇
新
た
な
企
業
立
地
と
地
域
産
業
創
出

の
促
進

●
新
規
産
業
立
地
事
業
費
助
成

	

（
企
業
立
地
推
進
課
）	

	

一
七
億
円

●
地
域
産
業
立
地
事
業
費
助
成

	

（
企
業
立
地
推
進
課
）	

	

一
一
億
円

企
業
立
地
・
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、

工
場
等
の
新
増
設
に
要
し
た
経
費
に
対

し
て
、
助
成
す
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
産
業
振
興
事
業
費

	

（
商
工
振
興
課
）	

	

五
〇
〇
万
円

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
全

県
的
な
展
開
を
図
る
。

次
代
の
産
業
を
拓
く
人
材
育
成

・�

就
業
者
の
育
成
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
農
林
業
並
び
に
水
産
業
の
新
た

な
担
い
手
の
確
保
を
図
る
。

・�

様
々
な
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
若
年

者
、
中
高
年
齢
者
、
子
育
て
女
性

と
い
っ
た
幅
広
い
年
齢
層
に
わ
た
る

人
々
の
就
業
を
支
援
す
る
。

・�

各
種
技
能
競
技
大
会
の
開
催
や
出
場

選
手
の
育
成
強
化
を
支
援
し
、
も
の

づ
く
り
に
お
け
る
高
度
な
技
能
・
技

術
の
継
承
を
図
る
。

・�

人
材
不
足
に
悩
む
福
祉
・
介
護
分

野
や
中
小
企
業
と
求
職
者
と
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
に
努
め
る
。

〇
明
日
の
産
業
を
担
い
、
経
済
を
支
え

る
人
材
の
育
成

●
農
林
業
を
支
え
る
元
気
な
担
い
手
支

援
事
業（
農
業
振
興
課
、林
業
振
興
課
）

	

一
億
七
，八
五
〇
万
円
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経
営
力
の
強
化
及
び
新
規
企
業
参
入
促

進
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
。

●
強
い
農
業
づ
く
り
整
備
事
業
費
助
成

	

（
農
山
村
共
生
課
）

	

三
，三
一
五
万
二
千
円

地
域
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
し
、

農
業
の
生
産
性
の
向
上
等
を
図
る
た

め
、
共
同
利
用
施
設
の
整
備
等
に
対
し

て
助
成
す
る
。

●
農
地
集
積
対
策
事
業
費
助
成

	

（
農
業
振
興
課
）

	

二
，〇
〇
〇
万
円

ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
等
を
育
成
す
る
た

め
、
公
益
社
団
法
人
静
岡
県
農
業
振
興

公
社
が
行
う
農
地
保
有
合
理
化
対
策
に

対
し
て
助
成
す
る
。

●
耕
作
放
棄
地
解
消
総
合
対
策
事
業
費

助
成（
農
業
振
興
課
）

	

六
，五
八
〇
万
円

二
，〇
〇
〇
㌶
の
耕
作
放
棄
地
の
解

消
を
目
指
し
、
県
と
市
町
等
が
協
働
し

て
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
活
動
を
積

極
的
に
支
援
す
る
。

●
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
費
助

成（
農
山
村
共
生
課
）

	

八
，三
六
〇
万
円

鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
を
図
る
た

め
、
市
町
の
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
く

侵
入
防
止
柵
や
簡
易
獣
肉
処
理
施
設
の

設
置
等
に
対
し
て
助
成
す
る
。

●
施
設
園
芸
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
普

及
事
業
費
助
成（
み
か
ん
園
芸
課
）

	

新
規  

一
，一
〇
〇
万
円

農
業
分
野
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の

利
用
促
進
を
図
る
。

●
農
業
振
興
資
金
利
子
補
給
金

	

（
組
合
金
融
課
）

	

九
，七
三
二
万
六
千
円

	

［
融
資
枠	

二
二
億
円
］

農
業
経
営
の
改
善
や
近
代
化
な
ど
を

図
る
農
業
者
等
へ
の
融
資
に
係
る
利
子

補
給
等
を
行
う
。

●
特
定
家
畜
伝
染
病
対
策
事
業
費

	

（
畜
産
課
）

	

四
，九
四
〇
万
円

家
畜
伝
染
病
の
発
生
や
拡
大
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
発
生
時
の
速
や
か
な
初
動

防
疫
に
よ
り
早
期
の
清
浄
化
を
図
る
。

〇
県
産
材
利
用
促
進
、
需
要
の
喚
起
と

供
給
体
制
の
強
化

●
住
ん
で
よ
し
　
し
ず
お
か
木
の
家
推

進
事
業
費
助
成（
林
業
振
興
課
）

	

二
億
円

県
産
材
の
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
、

一
定
量
以
上
の「
し
ず
お
か
優
良
木
材
」

等
を
使
用
す
る
木
造
住
宅
の
建
築
等
に

対
し
て
助
成
す
る
。

●
公
共
建
築
物
木
使
い
モ
デ
ル
事
業
費

	

（
林
業
振
興
課
）

	

五
，〇
〇
〇
万
円

等
の
就
職
を
総
合
的
に
支
援
す
る
。

●
障
害
者
就
労
促
進
総
合
支
援
事
業
費

	

（
雇
用
推
進
課
）

	

一
億
一
六
〇
万
円

障
害
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
の
派
遣
や
障
害
者
就
労
応
援

団
を
活
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
・
見
学
会
の

実
施
な
ど
、
障
害
の
あ
る
方
の
雇
用
を

総
合
的
に
促
進
す
る
。

●
緊
急
経
済
対
策
民
間
活
力
等
推
進
事

業
費（
雇
用
推
進
課
）

	

二
七
億
二
，五
四
一
万
二
千
円

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

を
活
用
し
、
民
間
か
ら
の
提
案
を
募
集

す
る
な
ど
、
一
時
的
な
雇
用
機
会
の
創

出
及
び
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材

を
育
成
す
る
事
業
等
を
実
施
す
る
。

●
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
対
策

事
業
費
助
成（
雇
用
推
進
課
）

	

二
三
億
五
，〇
〇
〇
万
円

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

を
活
用
し
、
県
内
市
町
が
実
施
す
る
求

職
者
に
対
す
る
一
時
的
な
雇
用
機
会
の

創
出
及
び
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人

材
を
育
成
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成	

す
る
。

●
ふ
じ
の
く
に
地
域
企
業
ワ
ー
ク・
ラ

イ
フ・バ
ラ
ン
ス
支
援
事
業
費

	

（
労
働
政
策
課
）

	

五
五
〇
万
円

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
次
世
代
法
に
基
づ

く
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
を
支
援
す

る
な
ど
、
企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
取
組
み
を
促
進
し
、
人
材

確
保
に
繋
が
る
魅
力
あ
る
就
業
環
境
の

整
備
を
推
進
す
る
。

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林
水
産
業
の
強
化

・�

ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
を
育
成
し
、
企
業

の
農
業
参
入
を
支
援
す
る
こ
と
で
農

地
の
有
効
利
用
と
農
業
生
産
力
の
強

化
を
図
る
。

・�「
し
ず
お
か
優
良
木
材
」
等
を
使
用

す
る
木
造
住
宅
の
建
築
等
に
対
す
る

助
成
や
県
が
有
す
る
施
設
へ
の
県
産

材
の
利
活
用
に
よ
っ
て
県
産
材
の
需

要
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
木
材
流

通
施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
供
給
体

制
の
強
化
を
図
る
。

・�

生
産
力
や
経
営
基
盤
の
強
化
、
ま
た

水
産
資
源
の
適
切
な
管
理
に
よ
り
、

漁
業
地
域
の
活
性
化
と
漁
業
者
の
経

済
的
安
定
を
推
進
す
る
。

〇
農
業
生
産
力
強
化
と
農
地
の
有
効
利

用
●
農
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
総
合
支
援
事
業
費

	

（
農
業
振
興
課
）

	

九
二
〇
万
円

農
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
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平成25年度　静岡県経済産業施策のあらまし

う
新
商
品
・
新
技
術
等
の
開
発
や
販
路

開
拓
に
対
し
て
助
成
す
る
。

●
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
指
導
事
業

費（
経
営
支
援
課
）

	

二
，六
八
〇
万
円

中
小
企
業
者
等
の
経
営
革
新
を
支
援

す
る
た
め
、「
経
営
革
新
計
画
」
の
制

度
の
普
及
や
計
画
策
定
の
指
導
等
を
行

う
。

●
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
助
成

	

（
経
営
支
援
課
）

	

二
五
億
一
，四
〇
〇
万
円

小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
の
た
め

の
支
援
事
業
を
行
う
商
工
会
及
び
商
工

会
議
所
等
に
対
し
て
助
成
す
る
。

●
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
対
策
事
業
費

助
成（
経
営
支
援
課
）

	

一
，六
八
〇
万
円

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
終
了
に
対

応
す
る
た
め
、
専
門
家
を
派
遣
し
中
小

企
業
の
経
営
改
善
計
画
の
作
成
等
を
支

援
す
る
商
工
団
体
に
対
し
て
助
成
す
る
。

〇
円
滑
な
資
金
調
達
や
下
請
企
業
の
支

援
●
中
小
企
業
向
制
度
融
資
促
進
費
助
成

	

（
商
工
金
融
課
）

	
三
〇
億
三
，七
〇
〇
万
円

	

［
融
資
枠
一
，八
〇
〇
億
円
］

経
営
改
善
や
経
営
安
定
、
創
業
・
経

営
革
新
等
を
図
る
中
小
企
業
者
等
へ
の

融
資
に
係
る
利
子
補
給
を
行
う
。

●
下
請
振
興
等
事
業
費
助
成

	

（
地
域
産
業
課
）

	

六
，九
〇
〇
万
円

下
請
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
受
注
機
会
拡
大
の
支
援
や
下
請
取

引
の
適
正
化
の
推
進
、
中
小
企
業
へ
の

情
報
提
供
等
を
行
う
公
益
財
団
法
人
静

岡
県
産
業
振
興
財
団
に
対
し
て
助
成
す

る
。

●
新
B
C
P
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
策
定・
普

及
啓
発
事
業
費（
商
工
振
興
課
）

	

二
三
〇
万
円

中
小
企
業
者
等
の
事
業
継
続
計
画

（
B
C
P
）
の
策
定
を
促
進
す
る
た
め
、

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
改
定
と
そ
の
普
及
啓

発
を
図
る
。

〇
利
便
性
の
高
い
買
い
物
環
境
の
整
備

●
地
域
商
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費
助

成（
地
域
産
業
課
）

	

二
，〇
〇
〇
万
円

魅
力
あ
る
商
業
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
個
店
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
タ

ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
等
、
地
域

の
特
色
を
活
か
し
た
商
業
活
性
化
策
に

取
組
む
市
町
に
対
し
て
助
成
す
る
。

県
有
施
設
へ
の
県
産
材
の
利
活
用
を

通
じ
て
木
の
良
さ
を
P
R
し
、
県
産
材

の
利
用
を
促
進
す
る
。

●
森
林
整
備
加
速
化・
林
業
再
生
事
業

費（
林
業
振
興
課
）

	
三
四
億
四
，八
〇
〇
万
円

林
業
の
持
続
的
な
発
展
等
を
図
る
た

め
、
木
材
加
工
流
通
施
設
等
の
整
備
に

対
し
て
助
成
す
る
。

〇
水
産
業
の
生
産
力
と
経
営
基
盤
の
強

化
●
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
費

	

（
水
産
振
興
課
）

	

一
億
三
，八
〇
〇
万
円

沿
岸
域
の
漁
業
生
産
の
向
上
の
た

め
、
魚
礁
漁
場
の
造
成
を
行
う
。

●
水
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給
金

	

（
水
産
振
興
課
）

	

一
億
九
六
〇
万
八
千
円

	

［
融
資
枠	

三
九
億
円
］

漁
業
の
近
代
化
や
漁
業
経
営
の
基
盤

強
化
等
を
図
る
漁
業
者
等
へ
の
融
資
に

係
る
利
子
補
給
等
を
行
う
。

●
資
源
管
理・
漁
業
経
営
安
定
事
業
費

助
成（
水
産
振
興
課
）	

七
〇
〇
万
円

漁
獲
の
持
続
的
発
展
を
図
る
資
源
管

理
の
推
進
と
、
脆
弱
な
漁
業
経
営
の
安

定
化
を
支
援
す
る
た
め
、
漁
業
共
済
の

漁
業
者
負
担
額
の
一
部
を
助
成
す
る
。

●
魚
介
類
種
苗
生
産
施
設
関
連
事
業
費

	

（
水
産
資
源
課
）

	

四
億
七
，九
二
六
万
六
千
円

温
水
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

種
苗
生
産
を
継
続
す
る
。

豊
か
さ
を
支
え
る
地
域
産
業
の
振
興

・�

金
融
・
経
営
支
援
に
よ
り
、
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る
地
域
企
業
の
経
営

力
強
化
を
進
め
る
。

・�

県
内
各
商
工
団
体
へ
の
支
援
を
通
じ

て
、
中
小
企
業
の
経
営
改
善
計
画
の

作
成
等
、
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法

終
了
後
に
お
け
る
対
応
を
図
る
。

・�

中
小
企
業
者
等
の
事
業
継
続
計
画

（
B
C
P
）
の
策
定
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
万
一
、
天
災
等
が
起
き
た
場

合
で
も
、
企
業
が
速
や
か
に
事
業
を

再
開
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
。

・�

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
商
業
活
性

化
策
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
利
便
性

の
高
い
買
い
物
環
境
を
整
備
す
る
。

〇
中
小
企
業
の
経
営
革
新
の
促
進
と
支

援
●
地
域
産
業
総
合
支
援
事
業
費
助
成

	

（
経
営
支
援
課
）

	

一
億
三
，〇
〇
〇
円

「
経
営
革
新
計
画
」
へ
の
取
組
み
を

促
進
す
る
た
め
、
中
小
企
業
者
等
が
行
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県
東
部
地
区
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
長
年

に
わ
た
り
生
産
現
場
の
第
一
線
に
立

ち
、
”日
本
の
も
の
づ
く
り
“
を
支
え
て
き

た
シ
ニ
ア
技
術
者
で
組
織
す
る
組
合
の
理
事

長
を
設
立
以
来
務
め
て
い
る
。

「
今
年
で
一
〇
年
目
に
な
り
ま
す
。
組
合

で
は
企
業
の
技
術
改
善
を
は
じ
め
、
I
S
O

の
取
得
や
B
C
P
の
策
定
支
援
、
静
岡
県
沼

津
・
富
士
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。七
名
の
組
合
員
も
や
り
が
い
を
感
じ
、

大
い
に
張
り
切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」。

北
海
道
函
館
市
の
出
身
。
大
学
工
学
部
で

電
気
工
学
を
学
び
、
卒
業
後
、
東
芝
㈱
に
入

社
。
川
崎
市
の
柳
町
工
場
を
皮
切
り
に
冷
熱

技
術
研
究
所
、
富
士
工
場
（
現�

東
芝
キ
ャ

リ
ア
㈱
富
士
事
業
所
）
で
執
務
し
、
冷
熱
や

空
調
機
器
な
ど
の
研
究
開
発
、
製
造
に
携
わ

る
な
か
、
五
一
歳
の
時
に
富
士
工
場
内
で
先

駆
け
て
技
術
士
資
格
を
取
得
。
組
合
に
は
、

退
職
後
に
立
ち
上
げ
た
技
術
士
事
務
所
代
表

と
し
て
参
画
し
て
い
る
。

支
援
の
様
子
を
尋
ね
る
と

「
大
手
で
は
担
当
範
囲
が
狭
く
、
そ
の
中

で
専
門
性
を
よ
り
高
め
て
仕
事
に
あ
た
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
企
業
へ
の
支
援
で
は
、

経
理
や
営
業
な
ど
こ
れ
ま
で
未
経
験
の
こ
と

に
も
関
わ
る
た
め
、
組
合
員
は
視
野
を
よ
り

広
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
役
時
代
の
肩
書
は
一
切
通
用
し
ま
せ

ん
。
や
は
り
重
要
な
の
は
資
格
。
組
合
員
の

有
す
る
資
格
は
I
S
O
登
録
審
査
員
、
機
械

検
査
技
能
士
、
計
量
士
、
電
気
主
任
技
術
者

な
ど
多
彩
で
す
が
、
さ
ら
に
上
積
み
を
図
る

な
ど
、
各
自
が
日
々
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
使
命
は
支
援
先
の

業
績
向
上
。
企
業
の
方
と
幾
多
の
苦
労
を
乗

り
越
え
て
の
達
成
感
は
、
何
物
に
も
代
え
が

た
い
で
す
ね
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

最
近
で
は
企
業
以
外
か
ら
の
支
援
依
頼
も

増
え
、
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

「
最
近
で
は
製
品
の
設
計
開
発
面
で
の
要

望
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
強
い

人
材
を
組
合
に
加
え
、
応
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
I
S
O
の
取
得
を
支
援
し
た

企
業
の
従
業
員
で
組
織
す
る
環
境
団
体
と
連

携
し
、
地
域
貢
献
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
」
と
先
を
見
据
え
る
。

沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校
客
員
教
授
、
県

立
沼
津
技
術
専
門
校
講
師
と
し
て
教
鞭
を
執

る
な
ど
多
忙
な
毎
日
を
送
る
。

「
沼
津
高
専
で
は
工
業
熱
力
学
と
工
業
英

語
、
技
術
専
門
校
で
は
生
産
工
学
や
計
測
工

学
を
週
二
日
ほ
ど
教
え
て
い
ま
す
。
高
専
の

授
業
は
東
芝
在
職
時
か
ら
一
五
年
以
上
に
な

り
ま
す
。
学
生
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
こ
ち

ら
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
よ
」
元
気

の
源
は
こ
こ
に
あ
る
よ
う
だ
。

趣
味
は
海
釣
り
。
長
男
が
経
営
す
る
釣
り

船
で
、
駿
河
湾
沖
に
出
か
け
る
。

「
釣
り
歴
は
半
世
紀
以
上
。
大
海
原
を
眺

め
な
が
ら
の
ん
び
り
と
釣
り
糸
を
垂
れ
る
。

ま
さ
に
至
福
の
時
で
す
」。

企業組合テクノシステムズ
松坂 孝 理事長

長年培った
スキルとノウハウで
地域の企業を
元気に！
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組合の動き

静
岡
県
郷
土
工
芸
品
振
興
会
主
催
に

よ
る
静
岡
県
の
郷
土
工
芸
展
が
、
二
月

二
一
日
か
ら
に
二
五
日
に
か
け
て
浜
松

市
中
区
の
遠
鉄
百
貨
店
で
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
鎌
倉
時
代
が
起
源
と
さ
れ

る
掛
川
手
織
屑
布
や
浜
松
に
吹
く
松
風

の
音
に
名
前
が
由
来
す
る
ざ
ざ
ん
ざ
織

な
ど
、
静
岡
が
誇
る
国
指
定
伝
統
工
芸

品
と
県
指
定
郷
土
工
芸
品
合
わ
せ
て

一
二
種
類
の
作
品
が
一
堂
に
展
示
さ

れ
た
。

職
人
に
よ
る
実
演
も
行
わ
れ
、
来
場

者
は
竹
ひ
ご
を
精
密
に
組
ん
で
作
ら
れ

る
駿
河
竹
千
筋
細
工
の
制
作
の
様
子
に

見
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
小

学
生
を
対
象

と
し
た
制
作

体
験
も
開

催
。
こ
の
う

ち
初
日
に
は

駿
河
漆
器
の

制
作
体
験
が

行
わ
れ
、
浜

松
市
立
竜
禅

寺
小
学
校
、

同
南
庄
内
小
学
校
の
四
年
生
が
静
岡
漆

器
工
業
協
同
組
合
の
安
藤
嘉
津
夫
理
事

長
ら
か
ら
指
南
を
受
け
た
。
卵
殻
の
か

け
ら
を
集
め
て
富
士
山
を
描
き
、
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
装
飾
す
る
作
業
に
挑
戦
。

生
徒
の
一
人
は
「
卵
殻
を
貼
り
つ
け
る

の
は
す
ご
く
集
中
力
が
い
る
」
と
感
想

を
話
し
た
。

振
興
会
の
佐
野
成
三
郎
副
会
長
（
静

岡
塗
下
駄
工
業
組
合
理
事
長
）
は

「
ま
ず
地
元
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
。
こ
う
し
た
場
で
多
く
の
方

と
触
れ
合
い
、
工
芸
品
フ
ァ
ン
を
増
や

し
た
い
」
と
今
後
へ
の
抱
負
を
述
べ
た
。

静
岡
県
遊
技
業
協
同
組
合
（
佐
原
英

雄
理
事
長
）
の
組
合
員
で
あ
る
県
内
の

パ
チ
ン
コ
店
な
ど
三
五
○
店
舗
で
は
二

月
二
七
日
か
ら
、
景
品
な
ど
と
し
て
、

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
作

ら
れ
た
日
用
品
の
提
供
を
始
め
た
。

各
店
舗
は
、
組
合
を
通
じ
て
県
内

二
一
事
業
所
か
ら
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
や

割
り
箸
な
ど
の
製
品
三
○
種
類
、
合
計

七
万
七
千
個
以
上（
約
七
○
○
万
円
分
）

を
購
入
し
た
。
静
岡
市
駿
河
区
の
店
舗

で
は
、「
障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
し

て
い
ま
す
」
と
書
か
れ
た
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
た
製
品
が
、
製
作
の
様
子
を
伝
え

る
パ
ネ
ル
と
と
も
に
並
べ
ら
れ
た
。
購

入
代
金
は
各
事
業
所
に
通
う
障
が
い
者

ら
に
工
賃
と
し
て
支
払
わ
れ
る
。

同
店
を
訪
れ
た
静
岡
市
葵
区
の
事
業

所
ラ
ポ
ー
ル
古
庄
の
通
所
者
は
、

「
い
た
だ
い
た
お
金
で
料
理
の
材
料

を
購
入
し
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

組
合
で
は
、
障
が
い
者
の
自
立
支
援

な
ど
を
目
的
に
、
平
成
一
二
年
度
か
ら

同
様
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

山
路
忠
親
専
務
理
事
は

「
多
く
の
お
客
様
に
利
用
い
た
だ
く

こ
と
で
、
通
所
者
の
皆
さ
ん
の
励
み
に

な
れ
ば
」
と
期
待
す
る
。

今
回
の
取
り
組
み
に
は
、
県
内
の
障

が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
支
援

す
る
N
P
O
法
人
オ
ー
ル
し
ず
お
か
ベ

ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
が
協
力
し
た
。

障
が
い
者
ら
が
製
作
の
日
用
品
を

景
品
と
し
て
提
供

静
岡
県
遊
技
業
協
同
組
合

県
内
の
伝
統
工
芸
品
を
一
堂
に
展
示

静
岡
県
郷
土
工
芸
品
振
興
会

▶ 

来
場
者
は
工
芸
品
が
作
ら
れ
る
様
子
に

間
近
で
触
れ
た

▲ 安藤理事長（右）から指導を受け制作に取り組む小学生

▲障がい者福祉サービス事業所の製品を
　手渡す通所者（右）

▲ 製作者の気持ちがこもった製品が各店舗の
カウンターに並ぶ
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い
。
品
質
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
販

路
を
開
拓
し
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
た
。

バ
イ
ヤ
ー
は
商
談
後
に
評
価
シ
ー
ト

を
記
入
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
添
え

た
。
千
葉
県
内
で
多
店
舗
展
開
す
る

ス
ー
パ
ー
の
担
当
者
は

「
大
手
メ
ー
カ
ー
に
な
い
、
地
域
色

豊
か
な
良
い
商
品
と
の
出
会
い
に
期
待

し
て
い
る
。
一
緒
に
発
信
し
て
い
け
れ

ば
」
と
話
し
た
。

当
日
は
専
門
家
に
よ
る
商
品
開
発
や

販
路
開
拓
の
相
談
、
フ
リ
ー
商
談
会
や

交
流
会
も
開
か
れ
、
参
加
者
は
販
売
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な

情
報
交
換
を
行
っ
た
。

静
岡
県
や
静
岡
県
中
央
会
な
ど
で
構

成
す
る
静
岡
県
食
料
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
は
、
二
月
二
七
日
、
静
岡
市
内
の
ホ

テ
ル
で
”し

ず
お
か
食
の
マ
ッ
チ
ン
グ

商
談
会
“
を
開
催
。
県
内
の
食
品
加
工

企
業
一
六
社
が
参
加
し
、
首
都
圏
を
中

心
に
店
舗
を
展
開
す
る
大
手
食
品
小
売

業
の
バ
イ
ヤ
ー
に
各
社
こ
だ
わ
り
の
品

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

会
場
に
は
個
別
商
談
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
参
加
企
業
が
緑
茶
や
水
産
加
工

品
、
菓
子
な
ど
自
社
製
品
を
バ
イ
ヤ
ー

に
説
明
し
た
。
新
商
品
の
緑
茶
製
品
を

紹
介
し
た
森
町
の
企
業
の
代
表
者
は

「
量
販
店
と
値
段
で
の
勝
負
は
難
し

県
内
の
組
合
青
年
部
間
の
連
携
強
化

や
情
報
交
換
な
ど
を
目
的
と
す
る
組
合

青
年
部
静
岡
県
大
会
が
、
三
月
二
日
、

静
岡
市
葵
区
の
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
若
手
経
営
者
や

後
継
者
ら
約
六
〇
名
が
参
加
。
静
岡
県

内
の
各
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る
徳
川
家
康

の
生
涯
か
ら
リ
ー
ダ
ー
の
あ
る
べ
き
姿

な
ど
を
学
ん
だ
。

は
じ
め
に
、
通
産
省
O
B
で
、
徳
島
文

理
大
学
大
学
院
教
授
、
N
P
O
法
人
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
協
会
理
事
を
務

め
る
八
幡
和
郎
氏
が
”

リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
徳
川
家
康
と
戦
国
武
将
た
ち
“
 

と
題
し
て
講
演
し
た
。

そ
の
な
か
で
八
幡
氏
は

「
戦
国
と
い
う
バ
ブ
ル
な
時
代
に
家
康

は
流
行
を
追
わ
ず
、
一
族
の
安
泰
を
第

一
に
考
え
て
き
た
こ
と
が
、
徳
川
家
の

繁
栄
に
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
八
幡
氏
と
静
岡
県
青
年
中
央

会
中
村
大
航
会
長
と
の
対
談
が
行
わ

れ
、
県
内
経
済
や
若
手
経
営
者
の
あ
る

べ
き
姿
な
ど
に
関
す
る
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

静
岡
県
の
産
業
振
興
策
に
つ
い
て
は

「
も
の
づ
く
り
が
盛
ん
な
割
に
、
工

業
系
の
人
材
が
不
遇
な
状
況
に
あ
る
。

今
後
、
工
業
系
の
人
た
ち
を
後
押
し
す

る
社
会
基
盤
の
整
備
が
必
要
だ
」
と
述

べ
た
。

組
合
青
年
部
静
岡
県
大
会

徳
川
家
康
か
ら
リ
ー
ダ
ー
像
を
学
ぶ

静
岡
県
中
央
会
・
静
岡
県
青
年
中
央
会

品
質
や
地
域
色
を
前
面
に

大
手
食
品
小
売
業
者
と
の
商
談
会
を
開
催

静
岡
県
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
・
静
岡
県
中
央
会

▲こだわりの品をアピールした個別商談会

▲交流会では積極的な情報交換が行われた

▲八幡氏はリーダー論を熱く説いた

▲活発に意見が交わされた対談
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本
会
で
は
、
県
内
中
小
企
業
の
景
況
を
迅
速
か
つ
的

確
に
把
握
す
る
た
め
、
様
々
な
地
域
や
業
種
の
組
合
役

職
員
八
七
名
に
情
報
連
絡
員
を
委
嘱
。
景
況
調
査
を

昭
和
四
九
年
か
ら
毎
月
実
施
し
て
い
る
。

連
絡
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
景
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
や

業
界
の
動
き
、
要
望
な
ど
の
情
報
は
、
本
会
で
取
り
ま

と
め
、
行
政
や
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
、

中
小
企
業
施
策
へ
の
反
映
や
そ
の
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
昨
年
に
連
絡
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

「
売
上
高
」「
収
益
状
況
」「
業
界
の
景
況
」
の
主
要
三

指
標
を
中
心
に
、
平
成
二
四
年
（
一
月
か
ら
一
二
月
ま

で
）
の
県
内
中
小
企
業
の
業
況
を
振
り
返
る
。

静
岡
県
中
央
会
に
お
け
る

情
報
連
絡
員
制
度
の
概
要

◎
連
絡
員
数 

八
七
名

◎
業

　
　
種 

 

一
七
業
種
（
食
料
品
製
造
、
一

般
機
械
機
器
な
ど
製
造
業
一
一

業
種
・
小
売
、
建
設
、
運
輸
な

ど
非
製
造
業
六
業
種
）

◎
調
査
項
目 

 「
売
上
高
」「
在
庫
数
量
」「
販
売

価
格
」「
取
引
条
件
」「
収
益
状
況
」

「
資
金
繰
り
」「
設
備
操
業
度
」「
雇

用
人
員
」「
業
界
の
景
況
」
の
九

項
目
に
つ
い
て
、
前
年
同
月
と

比
較
し
、「
好
転
」「
不
変
」「
悪

化
」を
判
断
。
連
絡
表
に
よ
っ
て
、

本
会
に
毎
月
報
告
さ
れ
る
。

 
 

　
本
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
集
計
し
、

D
I
値
（（
増
加
・
好
転
組
合
数

―
減
少
・
悪
化
組
合
数
）／
調
査

対
象
組
合
数
×
一
〇
〇
）
を
算

出
。
国
を
は
じ
め
と
す
る
行
政

機
関
や
日
本
銀
行
、
全
国
中
央

会
、
商
工
団
体
、
金
融
機
関
、

報
道
機
関
等
に
対
し
、
静
岡
県

中
小
企
業
の
景
況
と
し
て
情
報

を
提
供
。

 
 

　
ま
た
全
国
中
央
会
を
通
じ
、
全

国
三
〇
〇
〇
人
の
連
絡
員
に
よ

る
全
国
統
計
と
し
て
、
景
況
判

断
の
指
標
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

多
方
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

売
上
高

全
業
種
の
売
上
高
は
、
六
月
は
天
候
不
順
、

ま
た
九
月
に
は
日
中
関
係
の
悪
化
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
下
落
し
た
。
そ
の
後
、
年
末
に
発
足

し
た
自
民
党
政
権
へ
の
期
待
か
ら
一
二
月
に
は

二
〇
台
後
半
を
示
し
、回
復
傾
向
に
あ
る
（
図

表
①
）。

製
造
業
の
売
上
高
は
大
震
災
の
影
響
の
収
束

を
受
け
、
四
月
に

二.

六
ま
で
回
復
、
平
成

一
九
年
三
月
以
来
と
な
る
プ
ラ
ス
値
が
眼
前
に

迫
っ
た
。
し
か
し
電
力
料
金
の
値
上
げ
や
円

高
な
ど
の
影
響
か
ら

二
〇
台
に
反
転
。
九
月

に
は
日
中
関
係
の
悪
化
な
ど
が
追
い
打
ち
し

四
六.

一
と
四
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
数
値
を
下
げ
た
。

一
二
月
に
は

二
〇
台
に
戻
っ
て
い
る（
表
②
）。

情報連絡員による月次景況調査からみる
平成24年県内中小企業の景況

日中関係の悪化が
景況に大きな影を落とす
年末には回復基調に

Topics
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表①　売上高（全業種）
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H22

H22

H24H24

H23

H23

H24H24

12中小企業静岡 2013.4

25年4月号_本文.indd   12 13/03/26   16:12



収
益
状
況

全
体
の
収
益
状
況
は
、
春
先
か
ら
改
善
傾
向

に
あ
っ
た
も
の
の
、
原
材
料
の
高
騰
な
ど
か
ら

五
月
に
急
落
し
た
。
夏
場
に
入
っ
て
回
復
が
見

ら
れ
た
が
、
秋
口
に
な
る
と
原
材
料
高
な
ど
の

影
響
を
受
け
て
再
度
び
下
落
。
以
後
は

四
〇

台
と
前
年
並
み
の
水
準
で
推
移
し
た（
図
表
③
）。

製
造
業
は
、
四
月
に

一
〇
台
に
回
復
し
た

が
、
そ
の
後
は

三
〇
台
か
ら

五
〇
台
前
半

で
の
動
き
を
示
し
た
（
図
表
④
）。

非
製
造
業
で
は
前
期
に
お
い
て
乱
高
下
が
激

し
く
、
五
、六
月
は
製
造
業
を
三
〇
ポ
イ
ン
ト
以

上
下
回
っ
た
。
後
期
は

四
〇
台
で
推
移
し
た
。

業
界
の
景
況

全
体
の
景
況
は
年
初
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
っ

た
も
の
の
、
四
月
の

二
六.

五
を
ピ
ー
ク
に
急

降
下
。
翌
五
月
に
は

五
七.

五
と
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。

製
造
業
は
年
間
を
通
し
て
下
降
と
上
昇
を
繰

り
返
し
た
。
一
一
月
に
は

五
六.

四
ま
で
下
落

し
た
が
、
新
政
権
へ
の
期
待
か
ら
か
翌
月
に
は

上
向
き
に
転
じ
た
（
表
⑤
）。

非
製
造
業
で
は
五
月
に
前
年
四
月
以
来
の

七
〇
台
後
半
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
七
月
に
は
猛

暑
で
夏
物
が
伸
び
た
こ
と
な
ど
か
ら
五
〇
ポ
イ

ン
ト
も
回
復
。
し
か
し
こ
れ
も
一
時
的
で
、
長

引
く
不
況
の
影
響
に
よ
り
再
び
下
降
線
を
辿
っ

た
（
表
⑥
）。

そ
の
他
の
指
標

昨
年
前
期
は

一
〇
台
前
半
で
推
移
し
て
い

た
「
雇
用
人
員
」
だ
が
、
収
益
状
況
や
各
業
界

の
景
況
悪
化
が
影
響
し
て
後
期
は

一
〇
台
後

半
が
続
き
、
若
干
の
落
ち
込
み
を
見
せ
た
（
表

⑦
）。業

種
別
で
み
る
と
、
非
製
造
業
は
年
間
を
通

じ
て

一
五
ポ
イ
ン
ト
前
後
で
推
移
。
一
方
、

製
造
業
で
は
四
・
五
月
に

一
ケ
タ
台
と
改
善
し

た
も
の
の
、
後
期
に
は

二
〇
台
が
続
き
、
厳

し
い
雇
用
状
況
が
伺
え
る
。

「
設
備
操
業
度
」（
製
造
業
の
み
）
は
春
か
ら

夏
場
に
か
け
て
回
復
傾
向
を
示
し
た
が
、
秋
以

降
は
原
材
料
の
高
騰
や
日
中
関
係
悪
化
の
影
響

を
受
け
、
そ
の
値
を
下
げ
て
い
る
（
表
⑧
）。

-80.0

-70.0

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

D
I値

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

表③　収益状況（全業種）
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表⑤　業界の景況（製造業）
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表⑧　設備操業度
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平
面
的
に
広
が
る
河
岸
段
丘
の
茶
畑

静
岡
市
の
北
部
、
安
倍
川
の
中
流
沿
い
に

位
置
す
る
松
野
地
区
。
豊
か
で
上
質
な
水
と

澄
ん
だ
空
気
、
そ
し
て
特
有
の
地
形
を
活
か

し
、
古
く
か
ら
緑
茶
や
根
菜
類
の
栽
培
が
盛

ん
で
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
て
き
た
。

松
野
地
区
は
河
岸
段
丘
に
あ
る
集
落
と
し

て
も
有
名
。
高
い
部
分
の
段
丘
に
は
茶
畑
が

あ
り
、ミ
ニ
牧
之
原
台
地
と
い
っ
た
感
じ
だ
。

た
だ
土
壌
は
黒
土
で
、
茶
畑
が
平
面
的
に
広

が
っ
て
い
る
点
が
牧
之
原
と
の
大
き
な
違
い

で
あ
る
。

茶
畑
は
東
か
ら
南
南
西
に
開
け
、
午
前
中

茶
葉
本
来
の
風
味
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い

同
社
で
は
今
回
、
茶
業
界
初
と
な
る
”蒸

し
た
て
茶
の
喫
茶
＆
茶
摘
み
体
験
“
を
、
一

番
茶
時
期
の
四
月
二
八
日
か
ら
五
月
一
二
日

ま
で
開
催
す
る
。

箕
輪
さ
ん
は

「
蒸
し
た
て
茶
に
は
青
く
瑞
々
し
い
、
茶

葉
本
来
の
風
味
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
劣
化

が
早
く
、
生
産
者
し
か
味
わ
え
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
多
く
の
方
に
こ
の
味
、
そ
し
て
日
当
た
り

最
高
の
茶
畑
で
茶
摘
み
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
」。
と
自
信
を
込
め
る
。

体
験
時
間
は
一
〇
時
か
ら
一
八
時
。
料
金

は
一
人
二
五
〇
円
か
ら
で
要
予
約
。
詳
し
い

内
容
は
同
社
の
H
P
に
掲
載
し
て
い
る
。
参

加
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
同
社

ま
で
。

を
中
心
と
し
て
長
い
時
間
太
陽
に
照
ら
さ
れ

る
た
め
、で
き
上
が
る
茶
葉
は
葉
肉
が
厚
く
、

深
蒸
し
に
適
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
。

茶
の
甘
み
や
コ
ク
を
最
大
限
に
引
き
出
す

に
は
、
茶
葉
を
で
き
る
だ
け
長
く
蒸
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
深
蒸
し
茶
の
一
般
的
な
蒸

し
時
間
が
約
一
二
〇
秒
に
対
し
、
松
野
産
は

約
二
〇
〇
秒
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
松
野
産

茶
葉
の
葉
肉
が
い
か
に
厚
い
か
が
分
か
る
。

生
産
か
ら
製
造
、販
売
ま
で
一
貫
し
て
展
開

㈲
ク
リ
ン
テ
ィ
松
野
は
平
成
一
二
年
の
設

立
。
安
全
・
安
心
な
、
文
字
通
り
”ク
リ
ー

ン
“
な
深
蒸
し
茶
の
供
給
を
目
的
に
、
そ
れ

ま
で
地
元
に
あ
っ
た
二
つ
の
茶
農
協
を
発
展

的
に
解
散
。
そ
の
組
織
を
核
に
地
域
の
茶
農

家
も
参
画
し
、
平
成
一
四
年
の
一
番
茶
か
ら

操
業
を
始
め
た
。
主
に
”原
料
と
な
る
茶
“

を
中
心
に
生
産
し
て
い
る
。

「
当
社
に
は
仕
入
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

た
ち
の
生
産
物
だ
け
を
用
い
た
製
造
を
、
設

立
当
初
か
ら
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
」
と

語
る
の
は
、
同
社
で
企
画
と
営
業
を
担
当
す

る
箕
輪
匡
人
さ
ん
。
中
央
会
が
平
成
二
一
年

度
か
ら
行
っ
た
農
商
工
連
携
推
進
人
材
育
成

塾
の
修
了
生
で
も
あ
る
。

近
年
で
は
、
工
場
の
店
頭
で
の
煎
茶
の
小

売
り
を
手
掛
け
、
毎
日
曜
の
朝
に
は
敷
地
内

で
市
を
開
催
。
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
農
産

物
を
販
売
し
て
い
る
。

深蒸し茶の素晴らしさを
味わおう！
業界初！ 本物のお茶に会える茶産地体験を開催

有限会社クリンティ松野（静岡市葵区）

所在地：〒421-2121
　　　　静岡市葵区津渡野68
ＴＥＬ：0120-135-009
ＦＡＸ：0120-135-099
ＵＲＬ：http://www.shizuoka-tea.com/
代表者：小田巻道人

▲松野地区の茶畑。平面的に広がる珍しい存在だ

▲ 蒸したての茶葉。あなたも手に取り、そして風味を味わっ
てみては
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（平成25年2月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

● 食料品
 海の漁が本格的に動き出す時期に入り、好漁を期待
したいところ。だが、原油使用包装材（スチロール類・
紙類）等の高騰傾向及び電気料金値上げのコスト高
への不安が残る。

● 木材・木製品
 蒲鉾板の材料となる北米産木材の価格が現地の需用
増に伴い価格が上昇しているのに加えて円安が進展
し、仕入コストが増加している。価格の上昇分が製
品単価に転嫁できるか予断を許さない状況にある。

● 生産用機器
 政権交代により株高・円安に向かっているが、輸入
原材料をはじめ原油、電力等の高騰により厳しい状
況が当分続くものと考えられる。しかし、作られた
製品に転嫁出来ないのが現状。円安は景気回復には
必要ですが円高対応しか考えてこなかった企業は、
円安の痛みを味わうものと思われる。

● 輸送用機器
 登録車は、前年のエコカー補助金効果に対する反動
で減少しているが、軽四輪は、前年並みの実績を残
すことができた。引き続き企業によって受注量に差
が出ている。

● 卸売業
 当月の売上は、前年対比10%マイナスであった。理

由は、一般消費者の消費動向が非常に鈍いためであ
ると感じられる。

● 商店街（静岡市）
 商店街の大手店舗が閉店。閉店セールでは、かなり
の集客をしていたが、その後はやはり賑わいが減少
したように感じられる。

● サービス業（不動産）
 相変わらず購入希望客が少なく商いは低調。前年同
月も同様で、売上高としては低いまま推移している。

● サービス業（宿泊）
 ２月は河津桜の開花が遅れた影響により、平日の集
客が悪かった。

● 建設
 国や県等の大型補正予算が決まり公共事業が増額さ
れたが、技術者・技能者の確保と労務費の上昇、資
材の確保と価格の上昇等大きな課題有り。発注方法
の弾力的運用を期待したい。

● 運輸
 景気回復局面入りと言われ始めたが、急速な円安が
進んだことにより２月の燃料価格は１月に比べて４～
５円／㍑値上がりした。昨年同月より７～８円／㍑
高くなっているため、収益を圧迫している。

業界の声 対象17業種より抜粋

通常総会の招集に際しては「決算関係書類等」
と「監査報告書」を提供することとなっていま
すが、総会当日に持参し忘れる組合員がいるこ
とが想定されるため、これらの資料をもう一度
配布しようと考えています。
必要な資料の提供を１回で済ますことはできな
いでしょうか。

Q

通常総会の招集手続きの省略に関して、組合員全員の同意
があれば、「決算関係書類等」及び「監査報告書」の事前提供は必要
なくなることから、通常総会当日のみ資料を用意すれば足ります。

A

組合運営組合運営
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○２月の前年同月比のDI値は、「販売価格」「収益状況」「雇用人員」「業界の景況」の４項目が改善した。
○製造業は、前月との比較で「売上高」「在庫数量」「取引条件」「収益状況」「資金繰り」「設備操業度」の６
項目において悪化した。

○非製造業では、「売上高」「在庫数量」「販売価格」「取引条件」の４項目において悪化した。
○中小企業の景況は、円安による原油価格や輸入原材料の高騰により調達コストが上昇しているにもかかわら
ず、販売価格への転嫁ができないため収益を圧迫している。政府の経済対策の効果について、業種間に格
差が生じているとの声もあり、先行き不透明な状況が続いている。

◎今月の業界状況を主要三指標の前年同月比DI値で見ると、
　売上高－34.5（１月－27.6）、収益状況－40.2（同－43.7）、業界の景況－36.8（同－43.7）となった。「売上高」
は悪化したものの「収益状況」「業界の景況」は改善した。
　その他の項目は在庫数量－18.1（同－24.6）、販売価格－4.6（同－6.9）、取引条件－17.3（同－13.8）､資金繰り
－28.8（同－28.7）､設備操業度－25.6（同－23.1）、雇用人員－12.6（同－13.8）となり３項目において改善した。

概　況
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-50.0
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-30.0

-20.0

-10.0

0.0
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売上高
収益状況
業界の景況

H16.3.1 H17.3.1 H18.3.1 H19.3.1 H20.3.1 H21.3.1 H22.3.1 H23.3.1 H24.3.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ
円安によるコスト上昇分を価格転嫁できず
収益を圧迫している

組合活性化情報

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H25.02 －34.5 －18.1 －4.6 －17.3 －40.2 －28.8 －25.6 －12.6 －36.8

DI値

H25.01 －27.6 －24.6 －6.9 －13.8 －43.7 －28.7 －23.1 －13.8 －43.7

H25.01→H25.02 －6.9↓ 6.5↑ 2.3↑ －3.5↓ 3.5↑ －0.1↓ －2.5↓ 1.2↑ 6.9↑
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平成25年度　中央会事務局機構図
平成25年4月1日付

会　長
佐野光治

専務理事
村田雄示

事務局長
木村通利

牧野千浪

大石裕子

深沢宮子

山本つかさ

業務管理課
課長

草島信介

業務課
課長

草島信介（兼務）

常務理事
眞野美博

労働対策課
課長

梅原富之

業務部
部長　田中寿一

総務部
部長　村松晴義（兼務）

ものづくり支援センター
部長　深井利治

佐塚一弘

菊池憲晃

青山しのぶ

瀧　優希

高木良訓

総務課
課長

長谷川揚祐

事務局次長
村松晴義

押尾昌俊

杉浦理香

永田文子

水野　円

（静岡県産業振興財団）

植田勝智（理事）

松本彰祥（課長）

吉田一也（課長代理）
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静岡県協同振興㈱

代表取締役
佐野光治

取締役
山梨隆康

部長
田中寿一

課長
高橋利明

町田昌恒

牧野仁美

柴田有里枝

専務取締役
村田雄示

東部事務所
所長（課長）
渡辺国義

連携組織課
課長

大村吉夫

調査研究課
課長

伊藤健雄

西部事務所
所長（課長）
田中秀幸

経営支援課
課長代理
矢部富生

副所長（課長代理）
中村佳樹

太田　肇

近藤眞臣

飯塚　隆

山口直子

真野匡雄

薮崎義行

三宅大介

上杉美穂

吉田慶敏

長坂和広

岡　美希

（宮本　愛）

副所長（課長代理）
鈴木充正

平川博人

住川守雄

永井康弘

椋本三千代

國友舞雪

大谷裕紀

関本　博

増田泰彦

能登香織

伊藤嘉余子

労働部
部長　古井敏夫

指導部
部長　小林孝志

事務局次長
松下剛久
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由等を明らかにして、事業主に申し出る必要があり
ます。介護休暇の利用については緊急を要すること
が多いことから、当日の電話等の口頭の申出でも取得
を認め、書面の提出等を求める場合は、事後となっ
ても差し支えないこととすることが必要です。
※�「所定外労働の制限」、「介護休暇」は、あらかじめ制度
が導入され、就業規則等に記載されるべきものであるこ
とに留意してください。

お問い合せ・育児・介護休業法に関する情報は↓
http://www.mhlw.go.jp/topics/2009/07/tp0701-1.html
TEL：054-252-5310　静岡県労働局雇用均等室へ

〜対象事業主の範囲も拡大します〜
4月1日から障害者の法定雇用率が引上げられます

すべての事業主は、法定雇用率以上の割合で障害者
を雇用する義務があります（障害者雇用率制度）。この
法定雇用率が、平成25年４月１日から引上げられます。

事業主区分 法定雇用率
現　行 平成25年4月1日以降

民間企業 1.8% 2.0%
国、地方公共団体等 2.1% 2.3%

都道府県等の教育委員会 2.0% 2.2%

◆ご注意◆
従業員50人以上56人未満の事業主の皆さまは特

にご注意ください。
今回の法定雇用率の変更に伴い、障害者を雇用し

なければならない事業主の範囲が、従業員56人以上
から50人以上に拡大されます。
県では、障害者を新たに雇用しようとする事業主に
対し、障害者が行う職務の選定等についてアドバイ
スを行う「障害者雇用アドバイザー」による支援を実
施しています。
支援を希望される場合は、静岡県雇用推進課まで

お問い合せください。
障害者雇用のための各種助成金や職場定着に向け

た人的支援など、さまざまな支援制度をご利用いた
だけます。まずは、事業所管轄のハローワークにご相
談ください。
■お問い合せ
静岡労働局　職業安定部　職業対策課

TEL：054-271-9970
静岡県　経済産業部　就業支援局　雇用推進課

TEL：054-221-2826

「2013春季生活闘争に関する要請」の
最終確認

連合静岡の吉岡秀規会長、石塚智昭副会長（中小労
働委員会委員長）ら４名が２月22日、本会の佐野光治
会長を訪ね、雇用安定・創出や全労働者の賃金の維持・
改善、非正規労働者の処遇改善などを求める「2013春
季生活闘争に関する要請書」を手渡し、本会傘下の各
団体・企業に以下の周知を要請した。

1. 雇用の安定・創出に向けた労使における危機感の共有
労使による真摯な話し合いと協力により、適正な危

機感の共有をはかりつつ、可能な限りの雇用確保と雇
用創造をめざし、県内の魅力ある労働環境を築いてい
くことを要請。

2. 生産性向上に向けた全労働者の賃金の維持・改善
企業は活力ある労働力を確保し、維持する為にも、

賃金水準の低下の歯止めと適正水準を図る為に賃金制
度を整備し、従業員の帰属意識の高揚や企業の生産性
向上に繋げる人事政策を持つことが必要であると考え
る。その為には、労使双方が自らの賃金カーブを把握
し、その維持原資確保に向けた最大限の努力を行うと
共に、必要に応じた賃金是正にあたっては、年齢別の
水準を意識していくことが必要である。経営陣自らは
勿論、労使間においても十分な協議が行われるように
指導を要請。

3. 非正規労働者の処遇改善
非正規労働者を含む全従業員対象の企業内最低賃

金協定の締結、非正規労働者の処遇改善に関しても指
導。また、改正された労働契約法を踏まえ、「法の趣旨」
に沿った就業規則の改正に取組み、「有期労働契約か
ら無期労働契約への転換」「雇止め法理の法定化」及
び「不合理な労働条件の禁止」について適正な対応を
要請すると共に、社会・労働保険の加入についても関
係する法規を遵守することによって、増加する非正規
労働者との個別紛争を未然に防ぐように指導を要請。

4. 法令遵守
労働関係法令で定

める労働契約締結及
び解除に関する法規
に違反する場面が多
くみられるので、そ
の改善に関する指導・
周知を要請。
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従業員数が100人以下の事業主の皆さま
改正育児・介護休業法が全面施行されます！

男女ともに、仕事と家庭の両立ができる働き方の
実現を目指し、平成21年、育児・介護休業法が改正
されました。平成24年７月１日より、これまでの適
用が猶予されていた以下の制度が従業員数が100人
以下の事業主にも適用になります。
①短時間勤務制度 ②所定外労働の制限 ③介護休暇
1. 短時間勤務制度（所定労働時間の短縮措置）
 制度の概要
●事業主は、３歳に満たない子を養育する従業員について、
従業員が希望すれば利用できる、短時間勤務制度を設けな
ければなりません。
●短時間勤務制度は、就業規則に規定される等、制度化された
状態になっていることが必要であり、運用で行われているだ
けでは不十分です。
●短時間勤務制度は、１日の労働時間を原則として６時間（５
時間45分から６時間まで）とする措置を含むものとしなけれ
ばなりません。

 対象となる従業員  短時間勤務制度の対象となる従
業員は、以下のいずれにも該当する男女従業員です。
①３歳未満の子を養育する従業員であって、短時間勤務をする
期間に育児休業をしていないこと。
②日々雇用される労働者でないこと。
③１日の所定労働時間が６時間以下でないこと。
④労使協定により適用除外とされた従業員でないこと。
以下のア）〜ウ）の従業員は労使協定により適用除外とするこ
とができます。
ア）		当該事業主に引き続き雇用された期間が１年に満たない従
業員

イ）		１週間の所定労働日数が２日以下の従業員
ウ）		業務の性質又は業務の実施体制に照らして、短時間勤務制
度を講ずることが困難と認められる業務に従事する従業員

※	このうち、ウ）に該当する従業員を適用除外とした場合、事
業主は、代替措置として、以下のいずれかの制度を講じなけ
ればなりません。
	（a）	育児休業に関する制度に準ずる措置
	（b）	フレックスタイム制度
	（c）	始業・終業時間の繰上げ・繰下げ（時差出勤の制度）
	（d）		従業員の３歳に満たない子に係る保育施設の設置運営その
他のこれに準ずる便宜の供与

 手続き  短時間勤務制度の適用を受けるための手続
きは就業規則等の定めによります。こうした定めに
ついては、事業主は、適用を受けようとする従業員
にとって過重な負担を求めることにならないよう配

慮しつつ、育児休業や所定外労働の制限など他の制
度に関する手続きも参考にしながら適切に定めること
が必要です。
2. 所定外労働の制限
 制度の概要
●３歳に満たない子を養育する従業員が申し出た場合には、
事業主は、所定労働時間を超えて労働させてはなりません。

 対象となる従業員  原則として３歳に満たない子を
養育する全ての男女従業員（日々雇用者を除く。）
が対象となります。ただし、勤続年数１年未満の従
業員と週の所定労働日数が２日以下の従業員につい
ては、労使協定がある場合には対象となりません。
 手続き  所定外労働制限の申出は、１回につき、１
か月以上１年以内の期間について、開始予定日と終
了予定日等を明らかにして、開始予定日の１か月前
までに、事業主に申し出る必要があります。また、
申出は何回もすることができます。
3. 介護休暇
 制度の概要
●要介護状態にある対象家族の介護その他の世話を
行う従業員は、事業主に申し出ることにより、対
象家族が１人であれば年に５日まで、２人以上で
あれば年に10日まで、１日単位で休暇を取得する
ことができます。

●介護休暇は、労働基準法で定める年次有給休暇とは別に与
える必要があります。
●「要介護状態」とは、負傷、疫病又は身体上若しくは精神上
の障害により、２週間以上の期間にわたり常時介護を必要と
する状態をいいます。
●「対象家族」とは、配偶者（事実上婚姻関係と同様の事情に
ある者を含む。）父母及び子（これらの者に準ずる者として、
従業員が同居し、かつ、扶養している祖父母、兄弟姉妹及び
孫を含む。）、配偶者の父母です。

●「その他の世話」とは、ア）対象家族の介護、イ）対象家族
の通院等の付き添い、対象家族が介護サービスの提供を受
けるために必要な手続きの代行その他の対象家族に必要な世
話をいいます。

 対象となる従業員  原則として、対象家族の介護、
その他の世話をする全ての男女従業員（日々雇用者
を除く。）が対象となります。ただし、勤続年数６
か月未満の従業員と週の所定労働日数が２日以下の
従業員については、労使協定がある場合には対象と
なりません。
 手続き  介護休暇の申出は、休暇を取得する日や理
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と
が
厚
生
労
働
省
に
登
録
す
る
水
質
検

査
機
関
に
よ
り
証
明
さ
れ
、
く
せ
の
無

い
ま
ろ
や
か
さ
が
大
き
な
特
徴
。
沸
か

し
た
湯
で
入
れ
た
緑
茶
は
色
鮮
や
か
で

味
も
良
く
、
お
米
に
利
用
す
る
と
お
い

し
い
ご
飯
が
炊
け
る
と
評
判
も
高
い
。

二
〇
㍑
一
〇
〇
円
と
格
安
の
た
め
、
県

中
西
部
は
も
と
よ
り
愛
知
県
か
ら
も
水

を
求
め
て
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
土
日
祝

日
は
三
〇
〜
四
〇
分
待
ち
も
し
ば
し

ば
。ま
た
付
近
に
は
売
店
、ア
ス
レ
チ
ッ

ク
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
施
設
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。

洞
窟
は
昭
和
五
九
年
二
月
、
地
元
の

滝
沢
町
・
鷲
沢
町
の
協
力
を
得
て
三
遠

洞
く
つ
研
究
会
が
発
見
。
二
年
二
ヵ
月

に
及
ぶ
発
掘
調
査
を
経
て
、
昭
和
六
一

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
の
都
田
駅
か
ら
北

へ
約
四
キ
ロ
、
浜
松
市
の
北
端
、
鷲
沢

町
の
ミ
カ
ン
畑
に
囲
ま
れ
た
谷
あ
い
に

鷲
沢
風
穴
は
位
置
す
る
。

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
石
灰
岩
の

洞
窟
だ
が
、
洞
内
は
入
り
口
か
ら
わ
が

国
唯
一
の
水
平
天
井
が
続
き
、
奥
に
進

む
と
不
思
議
な
形
を
し
た
鍾
乳
石
が
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
池
あ
り
、谷
あ
り
、

通
路
も
高
低
差
が
あ
っ
て
複
雑
で
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
洞
窟
探
検
の
気
分
が

味
わ
え
る
。
以
前
、
風
穴
を
調
査
し
た

大
阪
経
済
法
科
大
学
客
員
教
授
の
浦
田

健
作
氏
︵
地
質
学
︶
は

「
内
部
に
お
け
る
浸
食
の
形
状
が
非
常

に
珍
し
く
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
存
在

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

出
口
に
は
「
風
穴
の
泉
」︵
天
下
の

名
水
︶
な
る
湧
き
水
が
飲
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
水
は
風
穴
の
奥
深

く
か
ら
湧
き
出
て
お
り
、
天
然
の
ミ
ネ

ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
で
い
る
こ

年
に
観
光
施
設
と
し
て
開
洞
し
た
。
そ

れ
以
後
、
地
元
の
住
民
で
組
織
す
る
滝

沢
町
・
鷲
沢
町
観
光
開
発
協
会
の
手
に

よ
り
、
さ
ら
に
洞
窟
の
奥
へ
の
発
掘
作

業
と
見
学
者
へ
の
対
応
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。

そ
し
て
平
成
三
年
一
月
、
観
光
開
発

協
会
内
の
同
意
者
二
〇
名
に
よ
り
、
鷲

沢
風
穴
を
中
心
と
し
て
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
企
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

組
合
設
立
以
降
も
、
洞
窟
の
発
掘
と

周
辺
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
設
立

当
時
、
奥
行
き
が
三
〇
メ
ー
ト
ル
程
で

あ
っ
た
洞
窟
も
現
在
は
約
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
。
本
洞
の
ほ
か
に
支
洞
も
あ
り
、

見
ど
こ
ろ
は
多
い
。

周
辺
の
整
備
も
進
み
、
設
立
時
は
小

さ
な
プ
レ
ハ
ブ
の
事
務
所
だ
っ
た
が
、

現
在
は
事
務
所
を
兼
ね
た
売
店
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
施
設
、オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

自
然
科
学
博
物
館
と
施
設
も
充
実
。
ア

ク
セ
ス
道
路
も
拡
幅
し
、
駐
車
場
も
整

備
し
た
。

売
店
で
は
ジ
ュ
ー
ス
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
販
売
を
は
じ
め
、
組
合
員
や

近
隣
の
農
家
が
栽
培
し
た
農
産
物
や
加

工
品
等
の
ほ
か
菓
子
類
や
漬
物
な
ど
地

元
業
者
か
ら
の
受
託
販
売
を
行
う
こ
と

で
品
揃
え
の
充
実
を
図
り
、
来
訪
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

住　所／〒431-2104
 浜松市北区鷲沢町字穴の久保428
理事長／西澤幸次郎
組合員／25人
設　立／平成3年1月10日

T  E  L ／053-428-2965
入洞時間／8時30分～16時
定 休 日／毎週水・金曜日
　　　　　（祝祭日は営業）
　　　　　7月・8月は無休

豪
快
な
自
然
の
石
灰
岩
洞
窟
で

地
域
の
活
性
化
を
図
る

企
業
組
合
鷲
沢
風
穴

学
術
的
に
も
貴
重
な

わ
が
国
唯
一
の
水
平
天
井

法
人
化
に
よ
り

施
設
の
充
実
を
図
る

▲水平天井では見渡す限りまっ平らな岩盤が続く

▲人気の湧き水“風穴の泉”を汲む来訪者
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組
合
事
業
の
主
体
で
あ
る
風
穴
の
入

洞
料
大
人
四
〇
〇
円
、小
人
二
〇
〇
円
。

平
成
二
三
年
度
の
入
洞
者
は
約
五
千
人

で
あ
っ
た
。
季
節
的
に
は
人
々
が
涼
を

求
め
る
夏
が
中
心
で
、
七
〜
九
月
の

三
ヵ
月
で
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。

平
成
二
四
年
度
に
は
四
月
に
新
東
名

高
速
道
路
が
開
通
。
浜
松
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
約
一
五
分
で
来
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
、
年
間
で
約
七
千
人
と
前
年
度
比

で
四
割
も
増
加
し
た
。
組
合
で
は
以
前

か
ら
案
内
看
板
を
周
辺
道
路
に
設
置
し

誘
客
に
努
め
、
新
東
名
開
通
に
合
わ
せ

て
浜
松
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
か
ら
の
沿
道

に
も
設
置
。
来
訪
者
が
迷
う
こ
と
な
く

着
け
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

設
立
か
ら
二
二
年
余
り
。
課
題
と
今

後
に
つ
い
て
西
澤
理
事
長
と
事
務
局
担

当
の
小
山
忠
昭
氏
は

「
組
合
員
の
多
く
が
七
〇
代
後
半
。

力
仕
事
も
年
々
き
つ
く
な
り
、
世
代
交

代
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
で
す
ね
。

湧
き
水
を
汲
み
に
来
る
人
た
ち
が
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
雰
囲
気
を
保
ち
続
け
た
い
で
す
ね
。

地
域
の
良
さ
を
前
面
に
出
し
、
多
く
の

方
に
自
然
の
姿
を
見
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
口

を
そ
ろ
え
る
。

二
〇
数
年
前
と
比
べ
て
、
風
穴
と
そ

の
周
辺
は
順
調
に
整
備
が
進
ん
で
き
た
。

滝
沢
・
鷲
沢
地
区
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
活
か
し
な
が
ら
、
自
ら
の
手
で
発

掘
作
業
を
行
っ
た
風
穴
を
核
に
”
町 

の
活
性
化
を
目
指
す
“
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
、
今
後
も
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
組
合
活
動
が
続
く
。

組合活性化情報

▲手作りの案内看板。後方には新東名が走る

▲西澤理事長（左）と小山氏

”新
東
名
効
果
“
で

来
訪
者
が
大
幅
に
増
加

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

雰
囲
気
で
迎
え
た
い

移動相談会 〜あなたの地域・職場に伺います！〜
公正取引委員会は移動相談会を開催しています。取引先による支払い遅延や
返品などでお困りの場合、公正取引委員会にご相談下さい。（相談無料）
※同じ悩みをお持ちの方々と3社以上でお申し込み下さい。

相 談 窓 口 〜電話での相談にも対応いたします〜
移動相談会のお申し込み、電話での相談は下記までお願いします。
公正取引委員会中部事務所下請課　TEL：052-961-9424

秘密は厳守いたします。安心してご相談ください。

公正取引委員会からのご案内

公正な取引を実現するため
私どもにご相談下さい

下請法や優越的
地位の濫用等への
疑問や質問に
お答えします！
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静岡県清水青年中央会
理事

古郡 永
としのり

記
古郡商店

食食
と
い
う
漢
字
は
「
人
を
良
く
す
る
」
と
書
き
ま
す
。

実
際
の
漢
字
の
成
り
立
ち
は
違
う
よ
う
で
す
が
、
食
べ
る
こ
と

は
毎
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
栄
養
を
摂
取
す
る
大
切
な
こ
と
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
を
す
る
こ
と
で
健
康
に
も
つ
な
が
り
、
逆
に

偏
っ
た
食
事
を
す
る
と
体
調
を
崩
す
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
最
近

で
は
食
も
欧
米
化
し
て
き
て
お
り
、
生
活
習
慣
病
が
増
加
傾
向
に

あ
る
そ
う
で
す
。
欧
米
食
も
楽
し
み
な
が
ら
、
常
日
頃
の
バ
ラ
ン

ス
良
い
食
事
を
考
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
静
岡
市
清
水
区
蒲
原
で
桜
え
び
を
製
造
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
桜
え
び
は
駿
河
湾
で
し
か
水
揚
げ
が
な
く
、
カ
ル
シ

ウ
ム
を
豊
富
に
含
む
貴
重
な
資
源
で
す
。

少
し
で
も
多
く
の
お
客
様
に
食
べ
て
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4月に入り、新たな環境や部署で新年度を迎え
られた方も多いことと思います。かく言う私も、
4月1日付をもって東部事務所に異動となり、本
誌の編集から離れることとなりました。

1年間という短い間ではありましたが、県内各
地の会員組合にお邪魔し、多くの方々から様々な
お話を伺えたことは、何物にも代え難い貴重な経
験となりました。

本会の業務の性質上、形に表わすという場面
があまり無いのですが、そうした中で自分が携わっ

たものを毎月、冊子という形あるものにできたこ
とは、緊張に身を引き締めながらも、喜びを感じ
られるものでした。私が手がけたものは12冊と
少ない数ではありますが、自身の宝物にしたいと
思います。

読者、そして取材にご協力いただきました多く
の皆様に改めて感謝申し上げますととともに、引
き続き本誌のご愛読をどうぞよろしくお願いいた
します。 (中村)

読者プラザ

中小企業静岡4月号（通巻713号）
● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
   東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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